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健
幸な町５月31日は世界禁煙デー

受動喫煙をさせないための
マナーはルールに変わります
　平成 30 年 7 月に受動喫煙対策を強化する「健
康増進法の一部を改正する法律」が成立しました。

受動喫煙対策を強化する「健康増進

法の一部を改正する法律」が成立

　受動喫煙とは本人がタバコを
吸わなくても他人のタバコから
立ち上る煙や喫煙者が吐き出す
煙を吸い込むことを言います。
　健康増進法の一部を改正する
法律の基本的な考え方としては
以下のようになります。

❶望まない受動喫煙をなくす
　屋内で受動喫煙にさらされ
ることを望まない人がそのよ
うな状況に置かれることがな
いように「望まない喫煙」を
なくします。

❷�受動喫煙による健康影響が大きい子どもや
患者などに特に配慮する

　子どもなど 20 歳未満の
人、患者などが主に利用す
る学校や病院などの施設や
その屋外などでの受動喫煙
対策を一層徹底します。

❸施設の種類や場所ごとに対策を実施する
　施設の種類、場所ごとに、敷地内禁煙 ･屋内
禁煙にすることや喫煙場所の案内をすることが
義務づけられます。

どのように変わるのか

　日本の受動喫煙対策は、海外と比較するとまだまだ遅れている状況です。喫煙
する人も喫煙しない人も、受動喫煙が及ぼす健康への影響を考えてみませんか。

７月から、一部施設が敷地内禁煙
　学校や病院、役場などの行政機関の敷地内が
全面禁煙になります。ただし、受動喫煙を防止
するために必要な措置がとられた場合、屋外の
喫煙専用室の設置は認められます。

令和２年４月には、全面施行
●大型飲食店、ホテルのロビー
　原則として屋内禁煙となります。ただし、既
存店で客室面積が 100 ㎡以下、個人経営か資
本金 5000 万円以下の中小企業が営む店舗の場
合は、「喫煙」などの表示をすれば喫煙は可能
になります。また、旅館やホテルの客室内は喫
煙可能です。

●加熱式タバコ
　この規制は加熱して発生する蒸
気を楽しむ「加熱式タバコ」も対
象となります。

●罰則があります
　今までは受動喫煙に対する「努力義務」のみ
でしたが、禁煙場所に、「灰皿・喫煙用具・喫
煙設備」を設けた場合、施設管理者に 50 万円
以下の罰則金を科すことや禁煙場所で喫煙した
人には、30 万円以下の罰則金を科すなどの罰
則も設けられます。
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芦屋町人権・同和教育研究協議会

　最近では親の育児放棄で乳幼児が衰弱死、過剰な
体罰やいじめが原因で児童・生徒が自殺するなど子
どもに関する悲しいニュースがたびたび報道されて
います。
　これらの事案は子どもの人権問題であり、昨今で
は大きな社会問題となっています。子どもが被害者
となる報道の背景には、人権を侵害されている子ど
もが数多くいるという状況がうかがえます。
　子どもの人権問題が生じる原因として、学校や家
庭など子どもを取り巻く環境の問題もありますが、
やはり子どもも「一人の人間である」という「あた
りまえ」の認識が薄れつつあることも考えられます。

　法務省の人権擁護機関では、子どもたちの人権を
守るために「子どもの人権を守ろう」という啓発活
動を強調事項の一つとして掲げており、「子どもの人
権110番」などの人権相談を積極的に行っています。
　子どもの人権を守るには、まず子どもの人権を私
たち大人がしっかりと理解して子どもたちに伝えな
ければなりません。あたりまえですが、子どもも一
人の人間です。一人の人間だからこそ最大限に尊
重され、守り、守らなければなりません。大人が人
権に対する正しい認識を持つことで、「あたりまえ」
が「あたりまえ」にある世の中にしていきましょう。

▽ �問い合わせ　社会教育係（☎２２３局３５４６）

差別をなくすために  第 407 号
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